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『社会科学雑誌』第 22 巻（2020 年 3 月）—— 51
1 本稿は、J.Prebble, Darien Disaster , 1968 の pp.43~67 の翻訳である。
































































































舶と積荷の損失総額は 226 万 2550 ポンドに上り、そのうち 150 万は東
インド会社だけの負担となった。フランスは、すべてがシリー諸島とア
イァランド間におり、ベンガルとスラートから満載状態で本国に向かっ
ていた大型船舶 6艘を手にした。バルバドス商人は、1694 年 9 月から



























































































































































第 22 巻 —— 59
されるべきであった。

















































































































5 『旧約聖書』ヨブ記 40.15-24 に登場する巨獣。
第 22 巻 —— 63
彼が知るよしもない。理事たち全員がその人物がそれを所持するべきこ









































































































































































































































































































































































ンのモーは、1500 ポンドを出資、彼の兄弟ジェイムズが 700 ポンド、
彼らにつき従う者には 22 人の紳士と商人たちがおり、すべてディアメ
イド一族の名前と忠誠を所持していたのだった。ア












第 22 巻 —— 75
復していなかったものも若干いたが、彼ら中には合わせて 9400 ポンド
を出資したものもあった。
　〈P.60〉グラーズゴウの出資帳は 3月 5 日に開かれ、4月 22 日に締め

























































































































ンド 17 シリング 9	 1/2 ペンスを払い、後にもう一方の側をブルームヒ





































各々およそ 600 トンの、5から 6隻の船舶を購入または建設する最良か





















































































































年、その時彼は 16 か 17 であり、船舶勤務の外科医助手、ないしは船酔
いに対して薄い粥を出す船医の助手として、海に出た。彼はスパイス諸
島で商いをする商人に従い、自ら外科医を行えるのに十分なほど主人の
























































第 22 巻 —— 85
た。ウェイファの本によって彼らに吹き込まれた希望があまりに大きな
ものだったので誰一人としてそこに潜む危険の兆候を見たものはなかっ
た。確かにダリエンは、海賊どもが彼らの船を上陸させ、スペイン人を
急襲し、再び海に漕ぎ出す土地ではあったが、北アメリカのように入植
され、定住が可能で、植民地となりうるとこの若い外科医が示唆したと
ころはどこにもなかった。世論からの影響を受けるという彼のセンスの
良さに従って、イングランドの植民を提案したのは、1704 年に出版さ
れた彼の書物の第 2版への序文の中でしかなかった。その時ですら、ス
ペイン・アメリカ帝国を結びつける紐
コード
を断ち切る、軍事的戦略的占領を
示唆していたのであった。
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